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Realization of NARU---An essay on Methodology 
 
Noboru Ohnishi * 
 
There are many Views of "Nature as it is" in the world.  
Two nature views: Nature ( in the western civilization ) is one of them and Shizen ( in the ancient 
Japanese mentality ) is another one. There is an abyss between Nature and Shizen. We cannot disregard this 









































































































































































































































































































り、「自然」を Control する能力である（註 13）。

































































































































































































































































































































" When man first began to interpret the nature of 
things－and this he did when he began to be man
－life was to him everywhere, and being the same 







のと等しい状態にあった。」 （註 19） 











































































































































































































































































































































































（ Natures 〔註 31〕 ）、Natural Science に集
約された西欧産出の Nature 概念を、可能な概
念の一つと見做すのであるから、速やかには













































に置かれているのが Humanism である。 
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 （5）前記 拙論「アシカビについて」 はじめ
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（37）2008.8 刊の生命誌年刊号 53-56 『生る』
中村桂子編集 は、題名の「生」に「な」
と付ってあり、中村桂子氏の「あとがき」
に「年度始めに『生る』を選んだ時は古
事記を思い浮かべていました。」とあり、
「生る」を「作る」に満ちた現代に対比
させている。このような関心がいろいろ
な分野で生まれてくること自体は喜ぶ
べきであるが、年度のテーマに留まるよ
うな印象を受けることには、あきたらな
い思いを覚える。遠くナルから現代に至
るまでの「なる」は、我々の中核である
と考えていることからの、敢えての苦言
である。 
2008.10.28 了 
35「ナルの自覚---方法論の私的試み」 
